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※
受
診
可
能
な
医
療
機
関
は
、
４
月
に
配
布
し
た

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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嵐
山
町
と
武
蔵
嵐
山
病
院
は
、
９
月
２１
日

に
『
嵐
山
町
と
武
蔵
嵐
山
病
院
と
の
連
携
に

関
す
る
協
定
書
』
を
締
結
し
ま
し
た
。
武
蔵

嵐
山
病
院
は
、
１１
月
１
日
に
東
松
山
市
上
唐

子
へ
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

も
、
更
に
連
携
・
協
力
し
、
地
域
医
療
・
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
、
相

互
の
発
展
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和
５７
年
の
開
院
か
ら
、
嵐
山
町
の
医
療

福
祉
の
一
角
を
担
っ
て
き
た
武
蔵
嵐
山
病

院
。
病
院
名
は
変
わ
ら
ず
継
承
し
「
武
蔵
嵐

山
病
院
」
の
ま
ま
、
地
域
の
中
核
的
な
機
能

を
持
っ
た
病
院
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
嵐
山
町

と
武
蔵
嵐
山
病
院
で
、
具
体
的
な
連
携
体
制

に
つ
い
て
協
議
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

連
携
及
び
協
力
事
項

⑴
地
域
の
医
療
・
保
健
及
び
福
祉
の
充
実

に
関
す
る
こ
と

⑵
地
域
に
根
ざ
す
医
療
、
保
健
及
び
福
祉

の
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と

⑶
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
や
介
護

予
防
に
関
す
る
こ
と

⑷
防
災
・
減
災
及
び
災
害
時
の
支
援
に
関

す
る
こ
と

⑸
地
域
の
文
化
・
産
業
・
学
術
の
振
興
に

関
す
る
こ
と

⑹
施
設
等
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

⑺
そ
の
他
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

新
病
院　

５
つ
の
フ
ェ
ー
ズ

フ
ェ
ー
ズ
１　

内
科
急
性
期
医
療

　

新
病
院
で
は
、
救
急
車
両
専
用
の
搬
入
口
や
Ｍ
Ｒ
Ⅰ

の
導
入
、
Ｃ
Ｔ
や
検
体
・
生
理
検
査
機
器
の
入
れ
替
え

な
ど
を
し
、
診
療
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
２　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

　

新
病
院
で
は
、
施
設
基
準
を
大
き
く
上
回
る
機
能
訓

練
室
を
各
階
に
設
置
し
、
最
新
機
器
・
器
具
を
導
入
し

ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
３　

透
析
医
療

　

新
病
院
で
は
、
透
析
ベ
ッ
ド
５０
床
に
最
新
の
機
器
を

導
入
し
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
の
長
期
間
停
電
時
に
も

透
析
医
療
が
提
供
で
き
る
非
常
設
備
を
備
え
、
緊
急
透

析
に
対
応
し
ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
４　

外
来
診
療
・
在
宅
医
療

　

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
機
能
を
強
化

し
ま
す
。
通
院
困
難
な
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
を
行
い
ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
５　

健
康
診
断（
増
進
）・
予
防
医
療

武
蔵
嵐
山
病
院
と
連
携
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た

　
「
人
間
ド
ッ
ク
」「
特
定
健
康
診

査
」「
特
定
保
健
指
導
」「
企
業
健

診
」
等
に
対
応
す
る
独
立
し
た
健

診
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
、
内
視
鏡
検
査
・

超
音
波
検
査
等
に
よ
り
診
断
精
度

の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
健
康
増

進（
予
防
医
療
）に
貢
献
し
ま
す
。

新病院の概要
１階は総合受付、外来、医療福祉相談室、健診センター等。２階は
療養病棟と透析センター。３階は一般病棟等、４階は回復期リハ病
棟と機能訓練室。

診療科目　内科、消化器科、循環器内科、呼吸器科、糖尿病内科、腎
臓内科、神経内科、人工透析内科、リウマチ科、泌尿器
科、リハビリテーション科、整形外科

病 棟 数　一般病棟４３床（内、地域包括ケア病床１０床）、回復期リハ
ビリ病棟５６床、療養病棟５８床

診療時間　月曜日～土曜日　９：００～１７：３０　※祝日を除く
新住所：東松山市上唐子１３１２ー１
※つきのわ駅南口から徒歩５分
　（国道２５４号線沿い）

更
な
る
地
域
医
療
・
福
祉
の
充
実
へ

ドナー登録 患者登録

日本骨髄バンク

骨髄移植などを
希望する患者さん

骨髄・末梢血幹細胞
提供希望者

※
受
診
可
能
な
医
療
機
関
は
、
４
月
に
配
布
し
た

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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健
診（
検
診
）は
も
う
受
け
ま
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
～
病
気
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
～

　ご自分の都合に合わせて医療機関で受診ができる「個別がん検診」は、12月まで受診が可能です。
　生活習慣の改善でがんの発生リスクを下げることはできますが、早期発見・早期治療のためには
がん検診が欠かせません。症状がなくても、定期的な受診をおすすめします。

　総合的な検査を行うことで、普段気がつきにくい疾患や臓器の異常などをチェックします。
対　　　象　嵐山町国民健康保険にご加入の40歳～74歳の方、後期高齢者医療制度にご加入の方
内　　　容　問診、身体計測、血液検査、尿検査、呼吸器検査、消化器検査等
自己負担金　人間ドック：16,720円～17,800円

併診ドック：26,640円～39,600円（69歳までの国保の方のみ、3年に1回受診可）
受 診 方 法　健康いきいき課窓口で申し込み後、病院へ予約

　日本人の死亡原因の約6割を占める生活習慣病。この予防のために、メタボリックシンドローム
に着目して行う健診です。
対　　　象　嵐山町国民健康保険にご加入の40歳～74歳の方、後期高齢者医療制度にご加入の方
内　　　容　問診、身体診察、計測、血液検査、尿検査等
持　ち　物　特定健康診査（健康診査）受診券、保険証
自己負担金　500円　
受 診 方 法　町への申込不要、直接病院へ申込・受診

受診期間　12月21日（金）まで特定健康診査・健康診査

申込期間　10月31日（水）まで　受診期間　1月31日（木）まで人 間 ド ッ ク

受診期間　12月21日（金）まで個 別 が ん 検 診

検診名 実施期間 対象者 受診費用・検査内容

胃がん検診

12
月
21
日（
金
）ま
で

30歳以上の方

※肺がん検診の
　【　】内費用は
　65歳以上の方

3,000円
（胃バリウム検査、または胃内視鏡検査）

大腸がん検診 500円（便潜血検査）

肺がん検診

300円【無料】
（胸部レントゲン撮影のみ）
1,000円【700円】
（胸部レントゲン撮影・喀痰検査）

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,000円（国保の特定健診・人間ドック同時
受診時のみ500円）

乳がん検診 30歳以上の女性 1,000円（マンモグラフィ検査、エコー検査
のどちらかを選択し受診）

子宮がん検診 20歳以上の女性
1,000円（頸部のみ）
2,000円（頸・体部）
500円　　（HPV検査：40歳以下の方）

問合せ　健康いきいき課　健康管理担当　☎62－0716

骨髄移植ドナー登録をしてみませんか

　嵐山町では、骨髄等の移植及びドナー登録の推進を
図るため、助成金を交付しています。
助成額　通院又は入院1日につき2万円（最高14万円）

　白血病などの血液疾患には、骨髄移植等が有効な治療法の1つです。日本の骨髄バンクで骨髄移植等を必要と
する人は毎年2,000人いると言われています。移植を必要とする方が治療のチャンスを得るためには、1人でも
多くの方の登録が必要です。
　10月は、『骨髄バンク推進月間』です。勇気を持って
いのちのつなぎ手となるドナー登録してみませんか。詳
しくは、日本骨髄バンクホームページをご覧ください。

骨髄移植ドナー助成制度をご存知ですか


